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鄭　　芝　　媁
Lafcadio Hearn as Journalist 
His Views on China
CHENG Chihwei
Abstract
	 This	paper	 looks	at	how	Lafcadio	Hearn	 in	his	 role	as	a	 journalist	viewed	
China	and	Japan.	 It	 is	believed	 that	 it	was	 in	New	Orleans	 that	Hearn	became	
interested	 in	Japanese	culture	after	seeing	the	exhibits	 in	 the	Japanese	pavilion	
at	the	New	Orleans	World	Exposition	held	 in	1884.	However	he	also	viewed	the	
Chinese	 exhibit,	 and	 subsequently	wrote	 about	 it	 in	 a	 review.	 Furthermore	 he	
also	published	a	book	on	China	 in	1887,	named	Some Chinese Ghosts.	Afterwards	
Hearn	went	 to	 Japan	 and	became	 an	English	 teacher.	 In	 1894,	 after	moving	 to	
Kobe	under	the	 invitation	of	the	foreign	owned	newspaper	The Kobe Chronicle,	
he	once	again	practiced	journalism.	In	The Kobe Chronicle	he	wrote	much	about	
the	 first	 Sino-Japanese	 war.	 From	 the	 above	 it	 can	 be	 seen	 that	 Hearn	 had	
always	maintained	an	 interest	 in	China,	and	especially	 in	connection	with	Japan.
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はじめに
　小泉八雲とはどういう人物なのか。十数種の言語に翻訳され、世界に日本の伝統的な昔話の
魅力を伝えた名作『怪談』の作者、という認識が一番多いかもしれない。しかしそれはあくま
でも彼の一面に過ぎない。彼は明治時代お雇い外国人として日本で英語教師を務めながら、『心』、
『見知らぬ日本の面影』、『神国日本』など、十数冊の著作を出版した明治時代における有名な外
国人作家であった。また日本に来日する前は、アメリカで何社かの大手新聞社に籍を置いたジ
ャーナリストでもあった。
　そのような豊かな人生経歴は、小泉八雲を研究する学者によってこれまでに多く語られてき
た。そして彼の日本についての見解も、今まで数多くの学者により研究されてきた。本稿では
小泉八雲が1887年、アメリカに滞在している時に出版した一冊『中国怪談集（Some	Chinese	
Ghosts）』に着目したい。日本を深く愛するというイメージの強い八雲が、なぜアメリカにいる
時期に中国に関する本を出版したのか。彼は中国について、どんなふうに評価したのか。アメ
リカで書いた彼の新聞論説集を調べてみると、興味深い結果が得られる。
　また、小泉八雲は日本に来てから、教職とともに執筆活動に没頭しているが、一時期再びジ
ャーナリストとして英字新聞社で筆を振るったことがあった。その時期はちょうど、日清戦争
が勃発した時期であった。彼は日清戦争についてだけでなく、当時の日本と中国について大量
の論説を残した。
　本稿では、小泉八雲が著した論説集を通じて、小泉八雲が中国に関心の目を向ける原因を解
明するとともに、彼の中国に対する評価を分析する。なお、先行研究では一般的にアメリカ時
代の小泉八雲をラフカディオ・ハーン、略して「ハーン」と呼び、日本時代の小泉八雲を、日
本の名前「小泉八雲」か「八雲」と呼ぶ。本稿では全篇、略称「ハーン」で統一する。
第一章　小泉八雲の誕生
1 ．ラフカディオ・ハーンから小泉八雲へ
　まず、小泉八雲のバラエティーに富む生涯の略図を描きたい。ヨーロッパ・アメリカ・日本
の各地を転々としていく小泉八雲は、波乱万丈と言える人生を歩んでいた。
　小泉八雲（1850－1904）、本名ラフカディオ・ハーン（Lafcadio	Hearn）は、日本で『怪談』
を書いて世界中で有名になった日本に帰化したギリシャ人である。1850年ギリシャ西部のレフ
カダ島で生まれた。父はアイルランド出身の軍人で、母はギリシャ出身である。アイルランド
は当時まだ独立国ではないため、ハーンはイギリス国籍を保有していた。 2歳の時にアイルラ
ンドに移り、その後イギリスとフランスでカトリックの教育を受けた。16歳の時、学校での遊
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戯中に左目をけがして失明。19歳の時、父と母に代わって八雲を育てた大伯母が破産したこと
から、一人で船に乗りアメリカに渡った。
　1871年、新聞社シンシナティでジャーナリスとして文筆が認められるようになり、その後、
アメリカ各地の新聞社で旺盛な取材と執筆活動を続けた。新聞で論説を発表する以外に、『飛花
落葉集	（Stray	Leaves	 from	Strange	Literature）』、『中国怪談集	（Some	Chinese	Ghosts）』、
『チータ	（Chita:	A	Memory	of	Last	Island）』など、異国風情漂う著作を次々と出版した。
　1884年12月開催のニューオーリンズでの萬国産業博覧会で出会った日本文化に魅了され、か
つニューヨークで読んだ英訳『古事記』などの影響もあり来日を決意し、1890年 4 月に日本の
土地を踏んだ。	同年 8月には、B・H・チェンバレン1）の紹介で松江にある島根県尋常中学校に
赴任し英語教師になった。さらに熊本第五高等中学校、神戸クロニクル社の勤務を経て、1896	
年 9 月から東京帝国大学の講師として英文学を教えた。この間、松江の士族の娘、小泉セツと
結婚し、名を「小泉八雲」とし名を変え日本に帰化した。著作家としては、翻訳・紀行文・再
話文学のジャンルを中心に生涯で約30の著作を残した。1904年 9 月心臓発作で世を去った。
2 ．怪談に寄せた思い
　前に述べた略図で見られるように、生まれてから少年時代までの小泉八雲の生活は、決して
幸福とは言えない、むしろ不幸とさえ言える。しかしこのような経歴があるからこそ、異国の
昔話・怪談に興味を持つようになり、『怪談』を生み出せるのであった。『ラフカディオ・ハー
ンのアメリカ時代』2）という著書では、テーマの通りアメリカ時代の生活を詳細に記載した。幼
少期のハーンの遭遇を次のように述べた。
二歳になった時、軍人の父は西インド諸島への転任を命ぜられた。男性特有の洞察力のな
さで、父の少佐はカトリック教徒の妻子をダブリンの親類のもとへ送った。そこの家族の
プロテスタントの人たちとうまくゆかず、母子は父の叔母セアラ・ブリネインのもとに移
った。大叔母のセアラは、どうみても、思いやりのある人ではなかった。カトリックへの
改宗者で、生まれつきのカトリックの上をゆくきびしい信心家で、自分の霊魂の行く先の
ことで頭は一杯、周囲の人を幸せにするために多くの時間をさき、心遣いをする気がなか
った。	美しい、孤独なギリシア人の母親が、自分の親族や友だちから遠く離れた、冷淡な
空気に長く堪えられなかったのは当然だ。ハーン夫人が数年のうちに、愛する島へ帰った
のは仕方のないことだった。
	1）	 バジル・ホール・チェンバレン（1850-1935）、イギリスの日本研究家で、俳句を英訳した最初の人物の
一人であり、『日本事物誌』や『口語日本語ハンドブック』などといった著作、『古事記』などの英訳、ア
イヌや琉球の研究で知られる。小泉八雲と交流があった。
	2）	 ミネルヴァ書房・2004年初版。ELティンカー著・木村勝造訳。
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　こうして両親に捨てられたハーンは、大叔母に引き取られ、厳しい宗教的鍛練にさらされ、
ほかのことでは捨て、育てられた。いくつものカトリックの寄宿学校に何年も送られ、休暇と
もなれば、大叔母の陰気で冷たく宗教的な雰囲気の家にもどった。大叔母の家での記憶につい
て、ハーン自らは幼年期の思い出記『私の守護天使（My	Guardian	Angel）』3）の中で、こう述
べている。
およそ有り得る限りの理由の中で最上の理由で、あのころの私はお化けや鬼や魔性のもの
を信じていた、―というのも私はお化けや鬼を、昼も夜もこの眼で見ていたからである。
眠る前に私は自分の頭を掛布団の下に隠した。それはお化けや鬼が私を覗きこむのを防ぐ
ためだった。それだからお化けや鬼がベッドの寝具を引っ張りに来た時、私は大声をあげ
て叫んだ。私にはなぜ私がこうした目にあったことをほかの人に話すのを禁じられていた
のか理解できなかった。
　カトリックの大叔母にとっては幽霊や鬼などというものはこの世に存在してはならないもの
であって、その故ハーンの言動を反逆のように捉えている。そして、ハーンを暗い部屋に閉じ
こめるなど、さらに厳しい教育手段を取り、幼少の頃のハーンの精神に大きな悪影響を与えた。
お化けや幽霊の幻視体験も頻繁におこり、顔のない「のっぺらぼうの女性ジェーン」に出会う
強烈な恐怖体験は、晩年、『怪談』の中の「むじな」の再話に生かされた4）。この時期の体験の
から化け物や魔性のものの存在を信じ込むようになる。そして、ハーンの人生の方向を決めつ
けたもう一つの出来事は、少年時代にある。
1863年十三歳の時、バート ·カレッジに送られた。ここで重大な事故にあった。「回転ブラ
ンコ」という遊戯をやっていた時、ロープの端にくくりつけてあった木の柄がはね返って
きて顔にあたった。この打撃のあと、手当てもされなかったために、左眼の視力は失われ、
虹彩が白濁した膜で覆われ、大変な災難になった。彼はずっと近視だった。このことに気
づいてくれる人はなく、間違いを正してくれる者もいなかった。こうなっては、右眼が二
倍の働きをしなくてはならなくなり、この重荷で、右眼はいつも普通の倍の大きさにふく
れ上った。眼の負担が彼の健康と精神を蝕み、生来の内気さと神経過敏をつのらせ、暗鬱
な性向を強くした。ここからくる固定観念が生涯彼を苦しめ、難渋させた。
　ハーンは怪我した目を終生気にしていた。後世に残ったラフカディオ・ハーンの写真はほぼ
右顔だけ映っているのもこれが原因であった。当時のハーンは人と話すとき左目を手で覆う癖
	3）	 1999年・日本図書センター出版。
	4）	 小泉八雲記念館図録『小泉八雲、開かれた精神の航跡』（2016）。
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がつき、その果て人との交流をしなくなり、本に熱中するようになった。本を読んでいる時だ
け、相手が自分のことをどう思うか心配せずに他人と対話ができた。彼は本を読めば、はるか
に快適な世界に入ってゆけることがわかったのである。この時期から積み重ねた知識の量は、
後の人生に大きく役に立った。しかもギリシャ・アイルランド・イギリス・フランスを転々と
している途中で他国の言語を身につけ、異国文学の読解・翻訳に役を立った。	
　しかし、またも不幸がハーンを襲った。17歳の時、大叔母が破産してしまい、しかも同時期
に、父が病死している。ハーンはかつての大叔母の使用人であったロンドンに住む女性のもと
に送られたが、一文無しでほうり出されたに等しく、極貧の生活を送るようになる5）。19歳の春、
アメリカへの旅費を渡されたハーンはニューヨーク行の移民船に乗せられた。これによって彼
はヨーロッパからアメリカに渡ることとなるのである。
第二章　ジャーナリストへ
1 ．アメリカでの経歴
　一人でアメリカに向かったハーンは、アメリカで二十年間の生活を送った。その間、生活の
ため、行商・印刷屋・食堂の経営などに携わったが、ジャーナリストとしての生活が一番長く、
十七年務めた。彼はシンシナティ・ニューオーリンズ・マルティニーク・バンクーバー各地を
転々とし、シンシナティ・エンクワイアラー社、シンシナティ・コマーシャル社、「デイリー・
シティ・アイテム」紙、「タイムズ＝デモクラット」紙などの新聞社で筆を振るった。ラフカデ
ィオ・ハーン著作集の編者の一人である高木大幹は、ハーンの才能あふれた論説について、次
のように評価している6）。
ハーンがアメリカで苦学力行している間、彼の眼は早くも、東洋・中近東に向けられてい
て、その知識の摂取消化はすさまじいものがあった。既に新聞記者となっていたハーンは
着眼がよく、文藻は豊かで書きに書いた。独学による知識の蓄積は益々増大し激流となっ
て奔騰し、その博識多才は人々をして瞠若たらしめた。そのスケールの広大なるは無論の
こと、人間の生のきびしさ、はかなさは彼の心眼に狂いなく映じ、歴史の悲歌哀愁のすす
りなきに耳を傾けて、皆生きた材料として綴られていった。	
　ハーンの書いた文章の内容は、彼が一番得意な文芸評論には限らず、社会百般の事象が主題
に置かれた。欧米の文学評論・フランス文学翻訳・戦争による国家情勢・東洋の宗教など幅広
く執筆した。その中で注目すべきことは、中国の事情も一つの主題として扱われたことである。
	5）	 植田信隆「小泉八雲・日本瞥見記part 1 	彼は日本という幻想を愛したのか」（2017年）。
	6）	『ラフカディオ・ハーン著作集　第三巻』（恒文社・1981年）P165「東洋論集解説」。
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ハーンの膨大な知識の蓄積の中、東洋の一大国としての中国の事情が入っても不思議はないが、
ハーンが中国に対する関心は、ただ知識として持っていた程度であろうか。
2 ．　東洋文化へのあこがれ
　調べるうちに、意外なことにハーンはシンシナティである中国人と知り合ったことが判明し
た7）。それは同じジャーナリスト仲間である友達・クレビール8）を通じてであった。当時、殺人
事件の記事ばかり執筆していたハーンにとっては、健全で落ち着いた精神を持つクレビールが
友達であることは幸運だった。彼は、音楽が趣味であった。ある日、中国の楽器を買い求める
ためハーンと一緒に中国人の経営する店に向かった。そこで出会えたのが中国人のチャー・リ
ーであった。その日、チャー・リーはクレビールと一緒に蛇皮線を演奏し、ハーンは隣で聞い
て、愉快な思い出を作った。そして十年ほど後、ハーンは『中国怪談集』にこの出来事を挙げ
ている。クレビールへの献辞で、この日のことを以下のように描写した。
天下の子らに	
黄金の肌もつ漂泊の清人に	
楽の調べもて語りつつ	
心震えし彼らをして	
蛇皮線もて世に珍しき	
音調を奏でしめ	
さらにわがため彼らに乞いて	
音色甲高き月琴を弾ぜしめ	
彼らに説きて彼らが古里の歌	
モーリ・ファの歌	
ジャスミンの花の歌を	
わがために歌わしめぬ
　この献辞からも、チャー・リーとの出会いにより中国のことに興味をもつきっかけといえる
だろう。
　1877年、当時タブーとされた黒人女性との結婚で、シンシナティ報に解雇されたハーンは、
ニューオーリンズに向かった。シンシナティで文才を認められたハーンは、ニューオーリンズ
当地の「タイムズ＝デモクラット」紙に入社後、編集長ペイジ・ベイカーの理解を得て、自由
なテーマでの執筆に専念することができた。翻訳集『クレオパトラの一夜とその他幻想物語集』、
	7）	『ラフカディオ・ハーンのアメリカ時代』（2004年・ELティンカー著・木村勝造訳）P16
	8）	 Henry	Edward	Krehbiel（1854－1923）音楽批評家
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『異邦文学残葉』、『ゴンボ・ゼーブ』、『クレオール料理』、『ニューオーリンズ周辺の歴史スケッ
チと案内』など、さまざまな分野においての著作を出版した。1884年12月16日、ニューオーリ
ンズ万国産業綿花百年記念博覧会が開幕した。取材にいったハーンは、そこで東洋の展示品と
の出会ったのである。それを機に日本と中国についての論説が増え、三年後、『中国怪談集』を
出版した。東洋の文学と文化に心を惹かれたのは、万国博覧会も一大要因とも言えるであろう。
3 ．中国への目線―日本との比較
　この節では、ハーンがアメリカの各新聞紙で発表した中国及び日本についての論説を分析し
ていく。以下の表で示したように、中国についての論説はどの論説集においても、日本を論じ
るものより多い。しかも、日本を論じる時、必ず中国を対比の対象として挙げることも判明し
た。では、ハーンは中国のどんな方面に注目したのか、日本と比較してどのような結論を出し
たのか、合計 9篇9）の中国についての論説を分析する。
表 1　ハーンのニューオーリンズ時代各論集における中国及び日本についての論説数
総数 中国（篇数・題目） 日本（篇数・題目）
タイムズ紙・東洋論集 32篇
6 篇
世界の崇拝もの
博覧会による東洋文献
中国における英国の政策
中国から考古学的なニュース
中国の将来
腑に落ちない日本人評価
2篇
博覧会による東洋文献
腑に落ちない日本人評価
タイズム紙・東西文学評論 47篇
2 篇
中国人の神信仰
日本詩瞥見
1篇
日本詩瞥見
アイテム紙・論説集 31篇
1 篇
アジアの地平線
0篇
　ハーンは1878年早くも、「アジアの地平線（The	Asiatic	Horizon）」10）という文章の中で、中
国に言及した。これは1878年ヨーロッパのベルリン会議に関する文章で、中国について、次の
ように述べた。
危険をものともしない勇気、強靱な肉体、熱狂的な愛国心によって自由と文明を守ること
ができたのは、過去のことであって、今では人の数と武器が問題なのである。兵員数とい
う点では、もちろん中国はヨーロッパ全体の軍隊を合わせたものに優るとも劣らないもの
を生み出せる。いずれにしろ、この点での中国の優位は今後もずっと変わることがないで
	9）	『ラフカディオ・ハーン著作集　第三巻』（恒文社・1981年）及び『ラフカディオ・ハーン　第五巻』（恒
文社・1988年）。以下略称『著作集』。
10）	 1878.07．10発表。『著作集第三巻』P311。
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あろう。また、中国の国民も忍耐心に富んだ勇気という面では、地球上のどの国民より決
して劣るものではない。中国人の気質は、恐怖に全然左右されず、一度反抗したら最も激
しい狂信よりずっと危険な心情と化することだ。
　これは、中国が世界戦争における危険性をヨーロッパに警告する一方、中国の国民性につい
て肯定的な評価を与えたともいえる。
　1882年に書かれた「世界の崇拝物（The	World’s	Worships）」11）は、世界中の神信仰につい
て語る文章であり、中国における宗教事情について、次のように述べた。
中国でも最高の支配者、『上帝』の像は作られないのである。彼を祀る聖殿は、その怖いよ
うな神々しさでキリスト教徒にさえ脱帽し靴を脱がせたほどであったが、そこには像はな
いのであるただ至高者すなわち『上帝』という名が刻まれている銘板があるばかりだ。世
の常の名前をもたぬ彼を指し示さんがためである
　以上二編の論説から見る限り、中国は、他の主題を論じる際ハーンの世界情勢の把握の一環
として挙げられただけである。世界中の国の事情に詳しいハーンならば特に意味はないかもし
れない。
　ハーンの『東西文学評論集（Essay	 in	European	and	Oriental	Literature）』に収録された、
「日本詩瞥見（A	peep	at	Japanese	Poetry）」12）という文章で、ヨーロッパの詩に詳しいハーン
は、東洋の詩の美しさを称賛した。日本をテーマに置いたにも関わらず、文章の冒頭で、中国
人の、欧米人と大幅に違う顔を「独特に殆ど異様に美しく―この世のものとは思えぬ美しさ
である」と称賛し、中国人の思想も、不可解で「エキゾチックな魅力」があると述べた。白楽
天の「三五夜中新月色	兩千里外故人心」13）という詩を挙げ、英語に訳し、中国詩人の豊かな感
情を感心をもったのである。そして「中国人の神信仰（Chinese	Belief	 in	God）」14）という文章
中で「世界の崇拝物（The	World’s	Worships）」より詳しく中国の宗教事情を紹介した。きっ
かけはあるフランス人中国学者がフランス協会で述べた中国の『詩経』についての講演である。
この文章で論じた中国の「先祖信仰」は、後に彼が日本で著した集大成ともいえる著作である
『神国日本』でも言及されている。『東西文学論集』に属したこの二つの文書から、ハーンは中
国の宗教・古典に関して深い知識があることがわかる。中国の詩の持つ美学を意識に意識を置
き、孔子に対する認識も無論ある。世界の中での中国は、ハーンの幅広い知識面においても、
11）	 1882.02．26発表。『著作集第三巻』
12）	 1883.05.27発表。『著作集第三巻』P277。
13）	 白居易《八月十五日夜禁中独直対月忆元九》（801年）。
14）	 1886.12.26発表。『著作集第三巻』P267。
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一定の位置を占めたと言える。
　1885年、万国博覧会を取材に行ったハーンは「博覧会における東洋文献（Oriental	Literature	
at	the	Exposition）」を発表した。この文章で日本の展示品を高く評価したため、万国博覧会こ
そがハーンが日本へ向かうきっかけとなったと多くの学者に認識されている。しかしこの文章
の中を見てみると、ハーンは中国の展示品についても高い評価を下していることがわかる。
東洋の現代の文献に興味を持つ人々は、本館、わけても日本と中国の部門での出品物の中
に若干の大変注目すべき出版物を見出すであろう。日本はこの点で、何にしても教育的な
物において、いかなる文明国にも学的に匹敵することを証する展示をなしたのである。……
大方は綿と中国の農業に向けられた立派な中国の展示には、学的に変わっている物という
のはわずかしかない。しかし上記に関連する展示物は、まことに興味がある。最も注目す
べきものは二十四巻の中国農業百科全書で、風変わりだがすばらしい木版画の挿し絵がふ
んだんに入っている。それはこれまでに中国で印刷されたこの分野の書籍では最も有名な
もので、中国の学問に関するすべての研究者に参照されている。
　この文章では、日本の展示品を称賛すると同時に、中国の展示品についても「立派」だと評
価した。その後中国に関しての論説が増えたのは、万国博覧会後ハーンが中国に関する興味を
深めた証であろう。
　例えば1885年発表の「中国の将来	The	Chinese	Future」では黄色人種が多くなりすぎるこ
とによるヨーロッパに対する危険性を語り、「中国から考古学的なニュース	Archaeological	News	
from	China」では中国の山西省にローマの古代金貨が発見されたという事件をも紹介した。ハ
ーンの中国に対する目線は、文学・政治・考古・宗教など、全てのものに対して注がれたので
ある。
　「中国における英国の政策	English	Policy	 in	China」で、「アジアの地平線」と同じくヨーロ
ッパのアジア進出の過程で中華民族の危険性に注意すべきことを強調したが、論述において明
確に中国への評価が見られる。
　中国は急ぐことなく悠々として動く。―中国の力は幾世代を観察してのみ測り得るの
であって、それは地層を隆起させ海岸線の様相や港の水深を変える力がやはりそうなのと
似ている。両方の場合における理由は同じなのである。作用する質量の法外な大きさと、
作用される質量の法外な大きさなのだ。全人類の三分の一から成っていることとて、中国
には新しい理念がそう手っ取り早くは浸透できなかった。しかし、一旦これらが国民の心
の中にしみこんだら、その作用は妙に、際立って地震のごとく不可抗力の意志力を働かす
のである。中国のよく言われた衰退は、ただ、次のような認識に基づいた一つの作り話だ
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とわかった。すなわち、中国の大都市の中には衰微の徴候を示しているものがあるとか、
古風な宮殿の中にはなるがままに放棄されているものがあるとか、とき色大理石の橋の中
には荒廃するままにほっておかれているものがあるといった類い。六千年存続してきてい
るにもかかわらず中国は自ら、なおほとんど成熟期に入っていないと考えている。
　つまり中国は、人口が優勢である一方、何千年も存続してきた力があって、今こうして侵略
されているものの、ただまだ覚醒してないだけと評価したのである。
　そして「腑に落ちない日本人評価（A	Curious	Judgment	of	 the	Japanese・1885）」という文
章は、日本人と中国人の性格を比べながら、この二つの国においての近代化過程を比較したと
ても興味深い文章である。たしかにこの時期は、日本も中国も欧米の力で門戸を開け、近代化
の道に踏みざるを得ない時期であった。この文章の初頭に、アメリカのある作家が旅行記で書
いた日本と中国の対比を挙げた。
日本人は鉄道や電線、電燈、電話、甲鉄艦および改良された小銃があるにもかかわらず、
貧乏になりつつある。彼らは進歩熱で身を滅ぼしつつある。これはドローネーが「早熟文
明の退化」と称するものの一例であろう。
それと比べて、
中国人は遠い昔からの古い伝統に腐敗しつつある都市に住み、外国人を憎み、文明の発達
に対して自分たちの門戸を閉ざしながら、栄え、豊かになっている。
という評価を下している。この意見に対し、ハーンは、次のように反論した。
実際、中国人には他のすべての民族よりまさる能力がいくつかある。すなわち、驚くべき
忍耐力、鋭敏で柔軟な性格、模倣的な才能および小さな目的を続けて追求するといった能
力だ。しかし、こうした才能は高級な知力を示すものではなく、知性的というよりはむし
ろ動物的なのである。日本人の貧困の原因は一時的なものに過ぎず、多くの民族学者によ
って日本人に認められた知力の優位性が結局すばらしい結果を示すであろうということの
方がわれわれには一層ありそうなことに思われるのである。彼らは明日刈り入れんがため
に今、種子を播いているのだ。……一国がいろいろと外国の改良進歩したものを採択した
からといって、たちまち豊かになるというものでもなく、	またそのような改良進歩したも
のが採択されたからといって、普通すぐさまそれに見合う利益が得られるものでもない。
しかしながら日本人が利益を収めるのは、中国が崩壊しつつある諸都市を修復し、商業の
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中心地を鉄道で結ぶことをぼんやり考えはじめるよりずっと以前のことであろう。
　中国人の卓越した能力を「動物的」と言い、日本人の「認められた知力の優位性」を肯定し、
一見日本人をかばうように見えるが、実は鋭い分析力をここで示した。日本のその「種まき」
の成果は、明治時代後半、はっきりと世界に示された。そして中国は、改良進歩を推し進める
のが遅く、日本に一気に超えられたのだ。
　これらの論説集を踏まえて、1887年『中国怪談集』が出版された。中国の昔話六つを収録し
た。注目すべきことは、はしがきで、「この片々たる小冊子に対する最上の弁解となるものは、
それを構成している材料の特異性にあると、わたしは考える。これらの伝説綺語を集めるにあ
たって、わたしは何よりも『怪異美』を探り求めた」とハーンが述べた。八雲文学の最大の美
質は、伝承や説話や昔話に材を採りそれらを八雲一流の美意識で語り直した『怪談』や『骨董』
などのいわゆる「再話」文学に求めることができます15）。
第三章　日本でのジャーナリスト事業
1 ．来日後の日々
　ハーンは横浜に上陸後、すぐ松江に向かった。そこで彼は、松江士族の娘・小泉セツと出会
い、結婚した。松江といえば、神話『古事記』の中、黄泉の国・八俣の大蛇・大国主の国作り・
国譲りなどの伝説を生み出す、日本の起源にかかわる一番古い神話の舞台である。ハーンは松
江を熱愛し、松江を離れ日本のほかの都市に移住する時も、松江のような古き良き地こそが本
当の日本だと思い込んでいたのである。それは著作に反映しただけでなく、名前にもその思い
を込めた。「小泉八雲」の姓は勿論妻の小泉セツから取ったものが、「八雲」は、古事記の八俣
の大蛇の伝説をもとに書かれた、日本一古い和歌「八雲立つ、出雲八重垣、妻籠みに、八重垣
作る、その八重垣を」が由来である。そして、名前を変え正式に日本籍に入ったのは、まさに
神戸にいる時である。神戸の小泉八雲に対する重要性も決して低くはない。
　ハーンの日本滞在十四年間、十三冊の書物を出版し、日露戦争にいて日本がロシアに勝利し
た後、次々と各国語に訳された。『怪談』と『心』などは十数ヵ国語に訳された。それらの著作
は、小泉八雲を研究している日本の学者にあきられることなく解釈し続けられた。神戸クロニ
クル英字新聞社で書いた記事は、比較的に注目度が低いが、ハーンの中国認識を探るためには
最適な資料である。
15）	『妖怪・妖精譚』（ちくま文庫・2004年）池田雅之氏解説。
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2 ．神戸クロニケル新聞
　斎藤氏は著作の中で次のように述べる。「松江・熊本時代と東京時代とに挟まるハーン神戸時
代の論説活動こそ、むしろこの文学者の本領に属するものでなければならぬ」16）。神戸クロニク
ル社で発表された論説は、ハーンの文学作品と比べても決して遜色がない。
　熊本の教師契約が終わり、神戸クロニクル社に招聘されたハーンは1894年から、神戸で三年
近く住んだ。彼は滞在中、当時外国向けの事業が盛んだった神戸で、二年かけて日本帰化手続
きをした。先行研究を見てみると、小泉八雲の神戸時代に関しての研究は圧倒的に少ない。筆
者は現地調査してその原因の一部が判明した。小泉八雲の三つの旧居も、そして当時働いてい
た神戸クロニケル社も、大空襲及び震災により破壊されたからである17）。一年住んだ松江は完璧
に小泉八雲の跡を残したことに対し、神戸の資料保存は少ない。全集から、クロニクル社での
活動を見てゆくほかないのである。日清戦争が爆発した最中、日本在住の外国人として、ハー
ンはどう思ったのか。
3 ．日清戦争をめぐって
　ハーンの神戸クロニケル社における執筆活動は半年近くのみであったが、40篇近くの論説を
残した。これらは「神戸クロニクル論説集Editorials	 from	the	Kobe	Chronicle」（1894年）と
呼ばれた。その中の半分近くは、日清戦争に関わった論説である。あと書きで描かれた、以下
の意見は、日本の学者のこの論説に対する主流的な意見である18）。
ハーンはこの論説集のなかで、かならずしも日本に同情的でなかった世界の世論にたいし、
また滞日外国人にたいし、日本弁護の筆をふるった。例えば「未開と文明Barbarism	and	
Civilization」のなかで、日本に関する「サタデイレビュー」誌の「悪意にみちた論説」に、
「未開」とはなにか、「文明」とはなにかという文明論を展開しながら、猛烈な反論を試み
ている。
　しかしこれらの論説を具体的に見ていくと、日本弁護だけでなく、ハーンの日清戦争に対す
るほかの観点も見えてきた。この節では、ハーンが神戸クロニクル紙で発表された日清戦争に
関係した文章から、以下の 5篇の重要な論説を見てゆくことにする。それは1894年で続々と発
表した「日清戦争の予想される結果 Some	Possible	Results	of	 the	War」、「清国の将来The	
Future	of	China」、「清国に対する同情Sympathy	with	China」、「寛大の必要性The	Need	of	
Generosity」、「極東における三国同盟A	Triple	Alliance	 in	the	Farther	East」である。
16）	『著作集第三巻』「『東西文学評論』の位置―書誌学的な観点から」。
17）	 中尾清「小泉八雲―松江と神戸に足跡を訪ねて—」（1986年）。
18）	『著作集第五巻』佐藤和男「神戸クロニケル論説集あとがき」。
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　まず、「日清戦争の予想される結果」という文章から見ていこう。
現段階において、今度の戦争の結果について予言を下すことは誰にもできないが、注目せ
ざるを得ない、考慮に値するいくつかの可能性はある。その一つは日本の勝利が、清国の
社会的発展に及ぼす最終的な結果である。
　始めにこう断言したハーンの意見は、一見、日本を庇い過ぎると感じるが、続いてみていく
と、その理由が書かれている。
　しかし、清国のような極端に保守的な国は、すべての保守的な民族が持つ特質―自己
保存の強力な国民的本能を大いに持っていると言っても、間違いではないだろう。もし清
国にそれがあるとして、またその本能が完全に目覚めたとしたら、いかなる国内的な腐敗
もその前進の行手をさえぎることができないだろう。もし清国の歴史が信頼できるもので
あれば、この帝国の過去には多くの腐敗の時代があり、それが改革の時代と交互に繰り返
されたのである。改革しようとする清国の現在の能力は、この国民的感情の復活いかんに
かかっているだろう。もし何らかの光景が清国にそうした感情を復活させるとしたら、そ
れは日本軍によって占領された北京の光景であり、また日本の一大臣が清国の皇帝に諸条
件を押しつけているという光景だろう
　つまり日本が清国を侵略したことが正しいとかいうことではなく、この戦争は、今まで本気
で覚醒できずにいた清国の刺激になり、真剣な改革を進めるはずであると彼は述べているので
ある。清国は決して無力ではなく、潜在能力が大きいとハーンは評価した。そして1894年11月
12日に発表した「清国の将来」からも、同じような観点が見られる。
　日本との今度の戦争によって自助の精神に目覚めれば、清国は地上最強の国になるかも
しれない。もしあの巨大な民衆に、日本のなしとげたことをすることが重要であるという
意識を完全に吹き込むことができ、新しい教育制度、軍事制度、行政制度の重要性、中国
古代の聖賢が教える政治の潔白を尊ぶ偉大な戒律は何としても守らねばならぬという義務
感を持つことができれば、間違いなく世界の歴史は変わるだろう。日本が三十年でなしと
げたことを清国もするだろう―もし日本と同じく、目的に向かって進む統一性と、賢明
な指導力が与えられるとすれば。しかしながら、ある途方もない必要性によってその毒な
自己発展への拍裹かけられなければ、清国は依然として惰禾性に頼ることになろう。おそ
らく、清国のための思いきった療法は、北京が占領されることである。
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　こ文章では、鮮明に「清国のための思いきった療法は、北京が占領されることである」と述
べた。「日清戦争において清国の敗戦は清国の利益になる」という観点は、複数の論説において
繰り返されることから、これこそハーンが日清戦争に対する主な観点だと断言できる。それだ
けでなく、日本の改革の成功を称賛する一方、中国がいつか「日本のなしとげたことをするこ
とが重要であるという意識を完全に吹き込むことができる」とハーンは予言したのである。そ
の予言は的中し、日清戦争に敗戦した清は、ようやく本格的な改革、つまり1898年明治維新を
意識した「百日維新」という改革を行ったのである。
　「寛大の必要性」では、別の側面からこの意見を強調した。
　清国を知る人々は、驚くべき忍耐力、倦むことをしらぬ勤勉さ、不変の忠誠心、人生の
最も苛酷な条件にも耐える服従心を知っている。これらの美徳は、清国の民衆の大半が持
っているものなのである。清国人を犯罪者や社会制度の悪い面から判断してはならない。．．．
厳しい教訓を与えられたことは、清国自身の利益になるのである。
　中国人の美徳を肯定した上で発した「厳しい教訓は清国自身の利益になる」という言葉は、
ハーンの善意から発せられたように見える。一方、日本が中国に向かう態度についてハーンは
どう捉えているのか。「寛大の必要性」の最後で、日本庶民の心理を次のように描いた。
筆者は、日本の全国民が心から清国に敵意を抱いているとは信じない。この戦争の最初に、
多くの日本の学者は、戦争を遺憾なことと思っていたと信じる。ところが、これらの思想
家たちは、当然のこととして日本軍の勝利を	誇りに思い、また隣国を犠牲にして日本が獲
得した諸国間における新しい地位を誇りにしている。しかし彼らは、清国がかつては日本
の教師であったこと、民族と血族と信仰と伝統的な慣習において、両国がいまだ類似して
いることを忘れることはできない。彼らは、日本が適当な時期に昔からの「先生」を許し、
賠償金の支払いを要求しながらも、騎士	道精神を持つ戦士のように、敗れた敵に救いの手
を差し伸べることができると思っているだろう。
　これと同じのような論説は「清国に対する同情」にも見られる。
　日本の開港地に居住する外国人の中には ,国の港を横浜や神戸の街路のようによく知っ
ている人々がたくさんいる。信頼できる性格、純粋な親切心が清国人にあることを知って
いる人もいる。彼らが昔の清国に滞在した日々の思い出は楽しいものであった。そうした
人々は、現在の困難な立場にある清国に、心からの同情を感じている。これを感情	的な偏
見と呼ぶことは可能としても、人間的なことで、間違ったことではない。
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　「極東における三国同盟」では、再び、日本人が中国の人に抱く感情について論じた。
　日本の国民は清国に対する憎悪に駆られている、と想像する人々が完全に間違っている
ことを、筆者は心から信じている。清国との戦争についての火のような愛国心の爆発、日
本の新聞の激越な論調、いま歌われている軍歌の皮肉な内容―これらはすべて、過去に
おける日本の内乱の歴史を特徴づけている地方的な感情の純粋な現われ以上に、深い意味
を持っていない。清国における日本の軍隊は、考えられる最悪の環境においてさえ、内乱
のときに日本の地方の住民を扱ったより苛酷に、清国の住民を扱うことはないだろう。現
在見られる爆発的な愛国心や忠誠心の現われをもって、	清国に対する深い敵意の念と誤解
する一般的な傾向がある。これは完全に誤っており、まったく間違った推測に基づく誤謬
であると思われる。宣戦布告のまさにそのときまで、清国に対する日本の昔ながらの感情
はなくなっていなかったし、現在もなくなっていないと信じる。日本のあらゆる階層に、
清国の文物に対するある意味での尊敬の念が行き渡っている。明治以前において、日本の
教育は清国に基づいたものだった。そして明治以降、あらゆる西欧的な革新がなされたに
もかかわらず、中国の古典研究は教育制度の重要な部分を占めている。
　これはいわゆる、日本の立場を弁解する内容である。日本人を美化する傾向があるが、こう
いった異なる態度も当時の日本人に存在していたという事実を指摘した。中国は昔、日本の先
生であったことについて、ハーンは明確に知っていた。
　以上の文書によると、八雲の日清戦争についての見解ははっきりしている。それは、日本が
優勢を占めたこの戦争が、結果として清国の利益になることだ。これもまた、戦争においても
日本の肩を持っているように誤解されやすいが、そのような見方もできるだろう。八雲には見
ることは叶わなかったが、日清戦争後の20世紀、中国は一連の改革を行い、清国が倒れて、中
華民国が誕生した。そして、日本は、残念ながら八雲が予想した「中国は先生であることを忘
れず騎士道精神を発揮する」と違い、全面戦争に挑んだが、20世紀初頭の改革が功を奏し、中
国は日本と対抗できる力を手に入れた。
　一方、中国人は「驚くべき忍耐力、倦むことをしらぬ勤勉さ、不変の忠誠心、人生の最も苛
酷な条件にも耐える服従心」という美徳を持つことを述べたのは、アメリカ時代と同じ、中国
人に肯定的な評価を与えていると見られる。
おわりに
　小泉八雲がアメリカにいる時から中国に興味を持ち、『中国怪談集』を出版した経緯は、以上
に述べたように、三つ考えられる。①幼い頃の経歴で育てた怪談趣味および読書量の多さかつ
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範囲の広さ。その過程において自然に中国の詩・怪談に触れた。②ジャーナリスト時代アメリ
カで出会った中国人友人の影響。③ニューオーリンズ万国産業綿花百年記念博覧会で見た展示
品の影響。
　そして、アメリカで書いた文章を通じて、ハーンの中国に対するイメージは次のように整理
することができよう。①人口が圧倒的に多く、欧米を脅威している。非常に恐ろしい力が潜ん
でいる。②宗教と詩歌がヨーロッパと比肩できるほどのものである。昔話・怪談が美しい。③
中華民族は才能がある。驚くべき忍耐力、鋭敏で柔軟な性格を持っている。忠誠、勤勉の美徳
がある。
　幅広い視野、鋭い意見、優美な文筆、異文化への深い理解、それが小泉八雲ことラフカディ
オ・ハーンの魅力である。来日後、日本の良さを肌で感じ取り、筆で西洋に伝え続けた八雲だ
が、清国に対する認識は日清戦争の最中でも変わらなかった。当時の評論家たちに「日本を美
化しすぎる」という指摘をされたが、日清戦争に関する文章から、清国が強くなると信じてい
るという観点みてとれる。実際、八雲の国際情勢についての予測は、ほぼ現実のものとなった。
「腐敗」、「極端に保守的」などの欠陥を指摘しながら、中国伝統文化の美・国民の美徳を肯定
し、中国の未来を積極的に予想した。ジャーナリストとして、小泉八雲が中国に注ぐ目線はど
れほど鋭いのかは、以上の分析に通じて解明した。
